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武装したとは言いがたいものである。
　更に，鉄鎌を型式別にA～馨箭，B～端刃馨箭，　C～片刃箭，　D～端刃片刃箭，　E～三角形，
F～長三角形，G～無茎平根，　H～有茎平根，1～飛燕，　J～膓挟柳葉に区分し，群集墳ごとに
その比率を見てみると，特に実戦用とされる尖根系と儀杖用の可能性の高い平根系の比率におい
て異なる若干の様相を確認することができる。即ち，高塚群集墳にあっては，大きく8～9割が
尖根系が占める例と6～7割を占める二つの様相を東海・関東地方の群集に確認できるが，南武
蔵の横穴墓群では市ケ尾横穴墓群の30％，中和田横穴墓群の43％と極端に尖根系の鉄鎌の比率の
低い様相を窺うことができる。これは一つに埋葬儀礼に伴う鉄錐の副葬という点も想定されると
ころであり，かかる事象は更に横穴墓被葬者集団の武装という点を軽視せしめるものである。
　以上，群集墳における鉄鐵の保有率に窺われるところでは，一般に武装したとされる群集墳の
被葬者集団も，画一的な様相ではなく個々に差異を有する状況を窺うことができ，高塚古墳に比
し横穴墓の劣勢は否めないところである。更に地域的にも上野・北武蔵・房総地方の高塚群集墳
に比して東海地方の諸例が劣っており，地域的特色を明示している。
　この点は畿内地方の諸例と比較すると，また興味深いものとなる。しかし，畿内地方における
群集墳は研究を主導してきたわりに実態の不明なものが多く，これが画一的見解を醸成し来たっ
た要因の一つと考えられるところである。僅かに窺知できる例として，6世紀代に形成された奈
　　　　　　　　　　　（127）
良県天理市・石上豊田古墳群では，26基中の16基からの116本の鉄鎌の検出としてB3類型と確
認できるものであり，尖根系の占有率は83パーセントであり，東国に顕著な武装した被葬老を想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（128）
定できる群集墳の様相に等しい。更に，大阪府高槻市・塚原古墳群は6世紀中葉から7世紀の中
葉にかけて造営された34基の内容が判明しており，ここでは7世紀の初頭までと，これ以降は大
きく様相を異にしている。即ち，前者として確認できる16基中14基から110本の鉄錐が検出され
ておりA3類型とされるのに対し，後者の年代が想定される12基では5基から17本の検出として
C5類型と認識できる。時期に従った武器副葬の逓減現象と理解されるところであり，前方後円
墳消滅後の時期に顕著な，律令体制下における人民からの武器の収公の先駆をなす形態としての
　　　　　　　　　　　　　　　　（129）
半中央型武器・武具集中管理体制の想定に合う。しかし，6世紀後半代に造営されたものと考え
　　　　　　　　　　　　　　　（130）
られている兵庫県小野市・高山古墳群は28基中1基から2本の鉄鎌の出土としてE6類型，7世
紀の所産年代が想定される大阪府・田辺古墳群では19基の古墳から何等の武器も検出されてはお
らず，確かに7世紀以降の現象は認められるものの，東国と同じく類型を異にする群の地区別の
集合も考えられ，等しく武装した集団を想定するには問題がある。
　群集墳の一つの様相は，南武蔵地域の諸例あるいは下野中央部に顕著な如くに在地の首長墓と
密接に関連して形成されたものと想定できる例である。しかし，既往の研究はこのような状況で
の形成とのみ位置づけられていたわけではない。むしろ畿内中央政権との密接な関連のもとに，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（131）
在地の首長墓の衰退と反比例しての群集墳の盛行と考えられる場合が多かったものといえよう。
これは一つには対象とした地域の違いに基づく所ではあるものの，群集する古墳の形成の要因が
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単純では無いことを物語るものということができよう。
　地域にあって在地首長に主導されて形成された武装した集団は，首長権力を構成する重要な存
在として位置づけられるものの，これは古墳時代に普遍的な事象であり後期に顕在化する群集墳
形成の要因とはならない。むしろ地域外の勢力と連携した武装集団に対抗するために形成された
ものと考えられ，地域内における相互勢力の葛藤状況を窺知することができる。
　即ち，東国の群集墳は従前研究の主体を成した“畿内主導型”の形成以外に，これら地域外勢
力と対抗する為に“在地主導型”で形成された類型も考えられるところであり，両者の緊張状況
が故の集団の武装と考えることができよう。しかし，南武蔵における様相は，遺跡の様相より内
部的な発展による結果のみとは見なしがたいところもあり，かなりの部分の群集墳形成期におけ
る新勢力の入植を想定せしめるところであり，これが為の武装とも考えられる。
　本稿を草するにあたり，吉田格先生をはじめ福田健司・松崎元樹両氏より多摩川台古墳群に関
して種々有益な御教示を頂いた。末尾ながら記して謝意を表したい。（1989年10月稿）
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Aspects　of　Tumuli　in　the　Final　Kof皿Period　in　the　Southern　Musashi
IKEGAMI　Satoru
　　Though　some　tumuli　with　triangular－rimmed　mirrors　with　divinity　and　animal　design
from　the　early　Tumuli　Period　and　some　with　armor　from　the　middle　Tumuli　Period
are　known　to　exist，　the　main　feature　of　tumulus　culture　in　the　southern　Musashi
region　is　the　existence　of　group　tumuli　from　the　later　Tumuli　Period，　and　particularly
the　intensive　construction　of　cave・type　graves．
　　At　this　Iater　stage　of　the　period，　the　construction　of　tumuli丘nally　became　possible
throughout　the　area．　From　surveys　on　the　remains　of　ancient　communities，　it　can　be
understood　that　the　constructlon　of　cave．type　graves　was　not　the　yesult　of　stable
development　in　the　region．　Rather，　the　group　tumuli　were　a　boom　which　expanded
suddenly．　In　addition，　individual　cave．type　graves　did　not　construct　randomly，　but
were　constructed　as　part　of　a　group　with　the　mound　grave，　which　has　a　stone　buriaI
chamber　and　is　considered　to　be　the　grave　of　a　regional　chief．　The　group　tumuli　with
stone　burial　chambers，　which　constructed　in　small　numbers　in　a　limited　area，　can　be
assurned　to　be　the　graves　of　an　in且uential　group　which　was　in　a　leading　position　and
directly　supported　the　regional　chief．　These　group　tumuli　are　to　be　strictly　distinguished
from　the　cave・type　graves．
　　In　genera1，　　　　　　　　　　the　group　tumuli　in　the　provinces　are　mostly　taken　to　have　a　relation　to
the　decline　of　the　graves　of　regional　chiefs．　This　interprepation，　on　its　own，　is　too　simple
to　lead　to　the　solution　of　new　problems．　Group　tumuli　can　be　classi丘ed　according　to
the　factors　leading　to　their　construction；they　can　be　divided　largely　into　those　arising
from　external　factors，　and　those　where　the　region’s　internal　factors　should　be　considered．
They　can　be　further　classi丘ed　according　to　various　features，　including　their　location，
burial　facilities，　and　burial　goods．
　　Group　tumuli　are　generally　considered　to　be　the　graves　of　armed　groups．　However，
the　state　of　excavation　of　weapons　from　cave．type　graves，　which　are　those　Inainly　found
in　group　tumuli　not　only　in　the　southern　Musashi　area　but　also　in　the　extensive　areas
of　T6goku（eastern　Japan），　is　very　different　from　that　of　the　group　tumuli　with　stone
burial　chambers．　Of　course，　iron　arrowhead，　a　typical　example　of　weapons，　have　not
been　excavated　from　all　group　tulnuli　with　store　burial　chambers；but　they　have　not
been　excavated　fro皿many　other　cave－type　graves　in　eastern　Japan．　The　arrowheads
excavated　from　such　graves　are　very　different　from　those　of　the　mo皿d　grave，　which
expressly　indicates　a　signi丘cant　gap　between　the　ruling　positions　of　those　buried．
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